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全体会 １研究発表 〔第１分野〕西諸支部 

生徒の科学的な思考力・表現力を高める指導の工夫 

授業における思考・表現モデルと ICT活用の実践 

 

１ 主題設定の理由 

平成 26 年度末に西諸県地区中学校の全生徒に行ったアンケートの結果を見ると、「学習課題に対して自

分なりの考えをもつことができている。」や「話し合い活動の中で自分の考えを発表できている。」、「自分

の考えを再構築することができている。」の項目について、「時々できている。」「あまりできていない。」と

回答した生徒が半数以上を占めていた。また、教師の評価として、生徒の個人思考が深まらず、自分なり

の考えをもつことができていないことが指摘された。この原因として、生徒が自他の考えの比較や分類、

関連付けを図りながら論理的に構築していくスキルがまだ十分身に付いていないために、学習課題に対し

て主体的に思考できていないことが原因であると分析した。また、教師の学習課題設定の在り方も一因と

してあげられた。 

新学習指導要領では、学習に

おいて、「何を学ぶか、どのよう

に学ぶか、何ができるようにな

るか。」をポイントの一つにおい

ており、そのために、授業にお

いて、「主体的・対話的で深い学

びを生む学習過程」の導入を目

指している。また、文部科学省

は「主体的・対話的で深い学び

を生む学習過程」を効果的に実

践するために、ICT機器の整備・

活用を推進している。 

 西諸県地区においては、電子

黒板やデジタル教科書、実物投

影機などの ICT機器が整備され、各教師は日頃の授業でそれらの ICT機器を活用した実践を行っている。 

そこで、上記の課題をもとに、西諸県地区中学校理科部会では、平成 27年度より「話し合い活動の充実」

と「考察場面の在り方」について研究を深め、各学校に導入されている ICT 機器を活用しながら、生徒の

科学的な思考力・表現力を高める指導の工夫に取り組んだ。 

 

２ 研究のねらい 

西諸県地区中学校理科部会では、地区の課題をもとに、以下のことを研究のねらいとして設定した。 

① 学習課題に対して、自分なりの考えをもつことができる生徒を育成する。 

② 自分の考えをもとに、他と交流しながら思考を論理的に整理して表現できる生徒を育成する。 

 

３ 研究の内容と実践 

（1）学習課題設定の工夫 

 西諸県地区中学校理科部会では、研究のねらい①を達成するために、生徒が学習課題に対して自

分なりの考えや予想をもつことができるよう工夫を行った。具体的には、地区の先生方で分担して、

宮崎県版理科ノートの各ページにある学習項目を、教科書の内容を参考に、「問い（疑問文）」の形

式に変える取組を行った。分担して作成した「問い（疑問文）」形式の学習課題は「学習課題一覧表」

として、西諸県地区中学校理科部会を通じて各学校に配付し、活用に取り組んでいる。 
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（2）思考・表現モデルの実践 

西諸県地区中学校理科部会では、平成 27年度から、生徒が自分の思考の流れを整理できるように、

「主張や結論」（自分の予想や学習課題に対する自分なりの答え）とそれを支える「科学的な根拠」

（理由）を書き出す形式の思考・表現モデルを授業で実践している。これは図 1にあるように、イ

ギリスの分析哲学者トゥールミンが提唱した議論レイアウトを参考に、西諸県地区独自で予想場面

と考察場面において、生徒が思考しやすいモデルとなるように工夫したものである。 

図 1のモデルをもとに、西諸県地区中学校理科部会では図 2、図 3のように、「予想を考えさせる

場面」と「結論を考えさせる場面」について思考・表現モデルを作成し、実践を行ってきた。これ

までの授業における活用では、ワークシートにして生徒に記述させたり、ホワイトボードを用いて

グループでまとめさせたりしていた。 
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学習課題に対する結論 

観察・実験の結果 

結論の根拠 

データ・証拠 

論拠・根拠 

主張・結論 自分の予想 

学習課題 

予想の根拠 

学習課題一覧表の一部 

図 1             図 2              図 3 
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（3）ICTの活用 

西諸県地区では平成 21年度をスタートとして、各小・中学校に電子黒板やデジタル教科書、タブ

レット PC等の ICT機器の整備が進められている。小林市では、平成 29年度をスタートとして校内

の無線 LAN設備やタブレット PCの導入が行われ、令和元年度の 9月には全小・中学校にタブレット

PCが導入された。そこで、タブレット PCが整備されたことを受け、タブレット PCと授業支援ソフ

トを用いて、これまで研究を深めてきた思考・表現モデルの効果的な実践や学習課題設定の工夫と

併せて、ICTの効果的な活用について授業実践を行うことにした。以下は、第 2学年「電流の規則性」

の単元で、電流計を用いて電流を測定するときの誤差を確認させる授業の実践である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の提示 
 
予想 
 
実験方法の
説明 

●タブレット PC と電子黒板を使って課題の説明を
行う。 

「同じ回路なら何度測定しても電流の大きさは同じか？」 
●予想は全員が「同じ値になる。」だった。 
●授業支援ソフトを用いて、各生徒のタブレットPC
に発表ノートを配付し、実験方法の説明を行う。 

●回路を組み、タブレットPCで電流計の目盛りを撮影し、配付した発表ノートに貼り付け、ト
リミングや拡大して、電流計の値を読み取り、電子ペンで画面に記入する。 

●グループの各生徒が同じ操作と作業を繰り返す。 
●このとき教師は、電子黒板でと教師用タブレットPCで生徒の画面をモニターする。 

実験 

結果の 
整理 

●授業支援ソフトのグループ化機能を使って、グループの各生徒が測定した発表ノートを瞬時に
共有し、グループの各生徒が測定した電流の最大値と最小値の差を求める。 

●思考・表現モデルの発表ノートを配付し、学習課題に対する結論と根拠を記入させる。 

まとめ 

●授業支援ソフトの画面比較機能を使って、電子黒板と各生徒のタブレット PC に各グループの
思考・表現モデルを提示し結果と結論、根拠を整理して発表させる。 

●黒板に学習の流れを整理してまとめる。 
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西諸県地区中学校理科部会の授業研究会では、前頁の授業で測定した誤差（30mA）を考慮して、

直列回路の各点における電流の大きさの関係を調べる授業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の提示 
 
予想と根拠
の確認 
 
実験方法の
確認 

●各生徒にタブレットPCに記録してある前時の発表ノートを開かせ、課題の確認を行う。 
●前時に話し合って吟味した学習課題に対する予想とその根拠の確認を行う。 
●実験方法の説明を行う。 

実験 

●各生徒が3つの電流計の目盛りをカメラで撮影し、発表ノートに貼り付ける。 
●タブレット PC の画面上で撮影した画像をトリミング・拡大し、目盛りがはっきり読み取れ
るようにする。 

●拡大した画像を見て、電流計の値を読み取り発表ノートに記入する。 
 

●グループ内で結果を教え合い、電流の値の平均を整理する発表ノートに結果をまとめる。 
●実験結果をもとに、思考・表現モデルの発表ノートに学習課題に対する結論とその根拠をま 
とめる。 

結果の
整理 



- 24 - 

 

 

 

 

 

 

授業研究会での意見として、ICTを活用する利点や改善点として、以下のような意見が出された。 

利点 

○ 学習内容を視覚的に提示することができ、生徒が学習内容や実験・観察方法などを把握しやすい。 

○ 実験や観察結果を写真やビデオで記録することができるので、何度も見直すことができる。 

○ 各生徒の情報の共有や提示を瞬時に行うことができるので、話し合いや考察の場面の時間を十分に確

保することができる。 

○ 各生徒のタブレットPC画面上に学習内容を提示できるので、目が悪い生徒でも学習内容を確認しや

すい。 

 

改善点 

● ICTを活用する必要性を十分に考慮して授業を行うことが大切である。 

● ICTを活用するには教師のリテラシーを十分に高める必要がある。 

● ICTを使うことが目的にならないよう注意し、必要が無ければ無理してICTを使わなくてもよい。 

 

４ 成果と課題 

（1）成果 

○ 学習課題を「問い（疑問文）」の形で提示することで、生徒が学習課題に対する予想や結論を考え

るときに、自分の考えをまとめやすくなった。 

○ 思考・表現モデルを用いることで、予想に根拠をもたせたり、観察・実験結果から得られた根拠を

踏まえた結論を構築したりできるようになりつつある。 

○ ICT を効果的に活用することで、情報の共有や提示を瞬時に行ったり、表現方法（写真、動画、音

声、モデル）の幅を広げたりすることができ、生徒の思考力や表現力を高めることができると推測さ

れる。 

 

（2）今後の課題 

  ○ 「問い（疑問文）の形式にした学習課題一覧表」について見直しを行い、さらに使いやすいものに

改善していく必要がある。 

  ○ 思考・表現モデルの取組はある程度定着してきたので、実践を持ち寄り、共有していく機会や仕組

みを設けていく必要がある。 

  ○ ICT の活用はまだ始まったばかりなので、実践を積み重ねつつ、効果的な使い方などの情報を共有

していく必要がある。 

 

まとめ 

●グループの代表が、自分のグループの実験
結果、結論と根拠を発表する。 

●全グループの発表を聞いた後で、全生徒で
各グループの実験結果、結論と根拠を比較
し、全体で学習課題に対する結論と根拠を
吟味、確認する。 

●学習課題に関する教師の説明を聞く。 


